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11 年度から 16 年度までのイノシシによる水稲被害状況を表 1 に示す。有害獣被害増加に対し
電気柵設置や駆除等の防除対策が進み一定程度被害が抑制されてきているが、被害地は拡大し
ている。福井市のイノシシ駆除数は、平成 16 年度は特に過去 5 年間を大幅に超える 196 頭に
増加した。福井県が行った「鳥獣害被害のない里づくり」による広域一斉駆除(平成 16 年 8'"'"'9
月)の駆除数は、イノシシ: 691 頭(目標 500 頭)、シカ: 175 頭(目標 200 頭)であった。
3. イノシシ被害について

















年度 被害面積(a) .収量(kg) 訟置距離(m)
平成 11 年度 293.0 4,360 26,107 
平成 12 年度 154.0 3,282 66,470 
平成 13 年度 314.0 10,590 34,245 
平成 14 年度 508.5 13,909 76,980 
平成 15 年度 711.8 20,268 92,010 
平成 16 年度 640.5 17,561 40,560 
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電気柵の総延長 336,432m 




































































/OFF 信号は 555 によるタイマ回路に入り、 LED 及
び観察時間タイマなどのリレー出力になる。 555 の出
























































(有)秋月電子:焦電センサキット V.2 製作マニュアル (1993.5)
江口祐輔:イノシシから田畑を守る，農文協(2003.3)
福井農林総合事務所:福井地域農作物獣害(イノシシ)対策研修会資料， (2003.5) 
福井県:全国鳥獣害のない里づくりシンポジウム・講演パネルディスカッション資料， (2005.2) 
ハUqδ 
